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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

 最近の業績の動向を踏まえ、平成 19 年 11 月 19 日の中間決算発表時に公表した平成 20 年 3

月期（平成 19 年 4 月 1 日～平成 20 年 3 月 31 日）業績予想を下記のとおり修正いたしましたので

お知らせいたします。 

 

1. 通期の業績予想数値の修正（平成 19 年 10 月 1 日～平成 20 年 3 月 31 日） 

【単体】            （金額の単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益

前 回 発 表 予 想  （Ａ） １，４００ １００ １００ ５９

今 回 修 正 予 想  （Ｂ） １，２０５ ３６７ ２４１ ５０６

増    減    額  （Ｂ－Ａ） △１９５ ＋２６７ ＋１４１ ＋４４７

増    減    率     （％） △１３．９％ ＋２６７．０％ ＋１４１．０％ ＋７５７．６％

 

【修正理由（単体）】 

 株式会社マツモトキヨシホールディングス（単体）は平成 19 年 10 月 1 日に設立し、平成 20

年 1 月 1 日にて株式会社マツモトキヨシを分割会社として吸収分割を実施しました。平成 19

年 11 月 19 日の中間決算発表時の予想数値に対し、子会社からの業務受託収入は下回った

ものの受託業務に対する発生費用が減少し、営業利益で前回予想数値を大きく上回ることと

なりました。一方、創立費等の営業外費用は前回予想数値に対して増加することとなり、経常

利益ではその増加率が営業利益の増加率に対して減少いたしました。 

 また、会社分割により関係会社貸付金に対する貸倒引当金の戻し入れ等の発生による特別

利益の計上により、当期純利益は大きく増加することとなりました。 

 なお、当単体の業績予想の修正が連結業績に与える影響は軽微であります。 

 

 



2. 通期の連結業績予想数値の修正（平成 19 年 4 月 1 日～平成 20 年 3 月 31 日） 

【連結】            （金額の単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益

前 回 発 表 予 想  （Ａ） ３９７，０００ １４，７００ １６，１００ ７，０００

今 回 修 正 予 想  （Ｂ） ３９０，９３４ １５，７７８ １６，９８２ ６，８０１

増    減    額  （Ｂ－Ａ） △６，０６６ ＋１，０７８ ＋８８２ △１９９

増    減    率     （％） △１．５％ ＋７．３％ ＋５．５％ △２．８％

 

【修正理由（連結）】 

 当連結会計年度においては、新規出店についてその採算性確保をより慎重に行った結果、

予想出店数を下回ることとなり、また一方で今後の成長に向け、不採算店の閉鎖を行ってきま

した。このことにより売上高は前回予想数値を下回ることとなりました。 

また、ＰＢ商品の拡充等による売上総利益の改善、更に、広告宣伝費の削減或いはポイント

付与方法の見直し等により販売費及び一般管理費の削減に努めてきました。その結果、営業

利益、経常利益は前回予想数値を上回ることとなりました。 

その一方で前述のとおり不採算店閉鎖による固定資産除却損或いは減損損失等の増加に

よる特別損失の増加により、当期純利益は前回予想数値を下回ることとなりました。 


